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私 の スケ ッチ ・ブ ック(21)

家事労働のゆくえ
―近代家族とグローバル化―

国立民族学博物館助教授

森 明 子

■学生 宿舎

　 はじめて、ウィーンで生活 したのは18

年 前で、大学院生のときだった。私 に与

えられた宿舎は、100室 以 上を有するホ

テルのような施設の一室だった。近代的

な設備 を備えたこの建物に、入居 を希望

する人は多いということだったが、古都

の大学生活を想像 していた私は、モダン

な宿舎 にい ささか失望 した。

　この建物は、毎年、夏季2ヶ 月、ほん

とうにホテルになった。学生の夏季休暇

中は、観光客が押 し寄せるヴァカンス ・

シーズ ンである。 この時期、すべ ての入

居者 は私物を部屋から一掃 して、部屋 を

あけわた した。ちなみ に、その私物の倉

庫 とされたのが共用キッチ ンで、夏季の

あいだ じゅう施錠 された。ホテルとして

は中の上程度、1泊 の宿泊費は、当然の

ことなが ら、学生宿舎 としての家賃を日

割 りに したものより、はるかに高かった。

収入は、建物の運営費にあてられた。ホ

テル として も利用可 能な集会室 、バ ー、

サウナ、卓球場、ラン ドリーな どを備え

た宿舎だった。

■宿舎 で働 く人 々

　建物の維持管理は、ゆきとどいていた。

建物全体を学生が運営 していて、その組

織の もとに何 人もの人間が雇用 されてい

た。私が知る限りで、管理事務 を統括す

る中年男性がひとり、掃除担当の女性20

人 程度、営繕やガーデン全般にあたる用

務担当の男性 ひとりがいた。掃除担当は

いずれも地中海地方出身の女性で、 トル

コ、ギ リシャ、ユーゴスラビア、アルバ

ニアなどか ら来ていた。そのうちのひと

りが、用務担当の男性 と夫婦 で、ふた り

ともアルバニ ア出身だ った。 これ らの

人々は、夏季のホテルで もひ きつづ き働

いていた。

　アルバニア人の妻 と、ユーゴスラビア

出身の女性が2人1組 で、私の住 んでい
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たフロアの掃除を担当 していた。隣室の

ギ リシャ人学生 を含 めて、私はふた りの

掃除婦や用務担当の男性 と親 しく話 をす

るようになった。

　 アルバニア人夫婦 は、ウィーンで子供

を育てていたが、アルバニアにも子 ども

を残 しているとい うことで、その子 を早

く迎えたい、 といっていた。

　ユーゴスラビアの女性 も結婚 していて、

同郷の夫は、 ウィーンの別の職場で働い

ていた。彼女 はホテルの仕事 の合間 に、

家政婦 としても働いているということで、

バイタリテ ィにあふれ、将来に向けて し

っか り蓄財 しているようだった。

　 当時の私はことば も未熟であ り、知識

も不足 していた。彼 らは、さまざまなこ

とを私に教 えて くれた。

■掃除 を他 人に して も らうこと

　他人に自分の生活空間を掃除 してもら

うとい うことは、子供の ころならともか

く、大人 になってか らは、 あま りない。

ウィー ンではそれが 日常生活になったわ

けで、助かるというよりは、落ち着かな

い気持ちのほうが強かった。ほかの学生

はどうなのだろ う、 と思ってみたが、オ

ース トリア人学生 は、掃除や雑務 をする

外国人 とあまり口を利 くことがない よう

だった。ヨーロッパ というのはそういう

文化 なのか もしれない、 と当時の私は考

えた。

　当時、私が奇異 に感 じた ものが何 であ

ったのか。その理 由を、今 になって整理

してみると、以下の ことがあげ られる。

1)私 の私的空間を、他人が掃除する。

2)そ の他人は、下層に属す らしい。

3)そ の他人は年長で経験豊富である。

4)そ の他人 と私は親 しい関係にある。

　私的空間を親 しい人が掃除する、 とい

うのは、家族間の行動にあたる。ところ

が、それが他 人であるこ と、 さらには、

その人が、オース トリアや宿舎のヒエラ

ルキー(社 会階層)に おいて、下位に属

しているとい う状況が、私 を戸惑 わせた。

　今の私は、この ようなね じれた社会関

係が、現代の多 くの都市で起 こっていて、

現代世界 に特有 の状況 を投 影 している、

と理解で きる。以下では、西欧の家事労

働の展開過程に注 目することか ら、 この

ね じれについて考えていきたい。

■家事 とは

　部屋の掃除は、ほんらい家事のひとつ

であるが、それが現代では、 しば しば外

部業者にゆだねられる。オフィスの清掃

はもとよ り、家庭で も、家政婦やホーム

ヘルパーの助けが重要な場面がい くつ も

ある。お年寄 りの食事の宅配制度 も、 日

常生活に組み込まれた外食 も、料理 とい

う家事の外注 といえる。

　家事の内容は、地域 によって多様であ

りうるし、時代によって も変化 してきた。

現代社会で起 きている状況 は、「家事労

働の商品化」 と呼ぶことがで きる。見方
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によって、家庭崩壊 とか、現代人の孤立

化 といわれる事象であるが、それは、た

とえばマク ドナル ドの世界的な拡大 と根

をひとつにした現象なのである。 どこに

視点をすえて考えるかによって、家事労

の範囲は大 きくも小 さくもなる。

■近代 以前の家族

　家事労働がどこで、誰によって行 われ

ているか、 とい うことか ら考えてみよう。

家事 という語は、家庭生活 を営 むための

さまざまな用事 とい う意味か ら成ってい

る。その場合、家庭がどのような活動を

行 うのか、 どの ような人的構成であるの

か、によって、家事にもさまざまなバ リ

エーシ ョンが起こる。

　近代以前の家族 は 「家」であ り、それ

は生産活動 を行 う労働組織だった。この

考え方は古 くアリス トテ レスにまでさか

のぼる。18世 紀になって ようや く、家族

が 「家」か ら独立 してい く。「近代市民

家族」の登場であ り、思想的には、カン

トか らルソー、ヘーゲルへ と展開する潮

流がここにある。

　 18世 紀 までの 「家」 は、どのような生

産機能 を備え、その家事労働をどのよう

な人が遂行 していたのだろうか。例 とし

て詩人ゲーテの両親の家庭 をあげ よう。

　　妻が日常的に店で購入するものは、酢、

　油、茶、コーヒー、砂糖、香料等に限ら

　れていた。肉、卵、バター、ワイン、ジ

　ャム、穀物や衣料の自家調達、自家製造

　が行われていた。そのために常時、料理

　女中1、 家事女中2、 召使1合 計4人 の

　奉公人が使われた。さらに、そのほかに

　も洗濯婦、針子、肉屋、鍛冶屋等のさま
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　ざまな手工業者が恒常的な関係をもって

　いた。

　家事労働の担い手として家事奉公人の

存在があった。

■近 代市民家族

　 18世 紀、工業の発展によって、家はそ

れまでもっていた生産機能を失う。商品

経済が発達 し、物資は市場で購入 される

ようになっていった。このような状況の

中か ら、近代市民家族モデルが形成され

た。家庭は市場 と切 り離 されて、温か く、

清潔で、教養のある空間として位置づけ

られるようになる。そこでは夫が生産労

働 を担い、妻は家庭 を守る とされた。

　 この近代市民家族のモデルは、なお家

事奉公人を組み込んでいた。中産階級の

女性が、家庭を守 りなが らしか も高潔な

女性であ りつづけるために、実質的な労

働 を担当す る家事奉公人が必要だったの

である。19世 紀か ら20世 紀初頭 にかけて、

家事奉公人の数は増大 し続 け、ピークに

達する。

　 1920年 代 、女性労働者の職場は、家庭

から工場へ と展開 し、家事奉公人は姿 を

消す。同時 に、工業化の進展は家庭 の内

部 にお よび、家庭電化製品が家事労働 を

代行するようになっていった。このころ



か ら、上層市民 としての中産階級家族モ

デルは形骸化 してい く。 また、アメ リカ

南部や西部では、ヨーロッパ系移民にか

わって黒人やメキシコ系、アジア系など
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ドメステ ィクス

のマイノリティの女性が、家事奉公人に

なっていった。

■サー ビスの商 品化

　第二次世界大戦後、物 を生産 して商品

化する工業化の進展は、 もはや頭打ちと

い うところまで進展する。そこで次に商

品化の ターゲ ットとされたのが、家庭内

サービスの商品化である。 とくに20世 紀

末になる と、それは人や物、金融のグロ

ーバルな流動化 と連動 して
、さまざまな

国、人、制度 を巻 き込んで進行 した。現

在、我々が 目の当た りにしている状況が

これである。

　例 として、清掃業(掃 除)、 レス トラ

ン(料 理)、 ヘ ルスケア(看 病)な どの

諸業種 をあげることができよう。 これら

の業種は、かつて家庭内で調達 していた

サービスを、商品 として売っているので

ある。それは資本主義が家庭内に侵入 し

てい く姿 を示 している。

■再生産 労働 という考え方

　 ここで商品化 されているサー ビスをど

うとらえたらいいだろう。かつてこれら

のサービスは、家庭内で市場価値のない

労働 と考えられていた。だが、それは決

して価値 の低 いものではな く、私たちの

生活にとって必要不可欠の、重要 な意味

をもったサービスである。

　 これらのサービスは、じつは社会的再

生産に関わっている。社会的再生産 とは、

身体的 ・文化的 ・社会的に、人 をクリエ

イ ト(創 造)、 リク リエ イ ト(再 創造)

す ることを意味する。身体 を使 う仕事 も、

心的、感情的な仕事 も、そこには含 まれ

ている。

　商品化 されたサービスの実際の担い手

として、 ここに組み込 まれてい るのが、

女性であ り、その多 くが社会でマイナー

な存在 として位置づけられていることに

注意 を喚起 したい。私たちが再生産労働

の重要性 を見失って しまえば、その先に

は、無責任な差別意識が口をあけて待っ

ている。再生産労働は、清潔や健康、教

育にも深 く関わっていて、私たちの世界

の次世代 を育む労働であ る。私た ちは、

そのゆくえをしっか りと見つめてゆきた

い。
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